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日本日本JavaJavaユーザグループユーザグループ

• 日本 Java ユーザグループ (JJUG) は、Java 技
術の向上・発展、開発者の支援を目的とした任意団
体です。

• http://www.java-users.jp/
• 会長：丸山不二夫

• 副会長：ひがやすを、浅海智晴

• 主な活動
– Java基礎セミナー

– クロスコミュニティ



浅海の活動浅海の活動
• Java+XML+オープン・ソース+オブジェクト・モデリング
• SmartDoc

– XML文書処理系(Javaで開発)
– http://xmlsmartdoc.jp

• Relaxer
– Java/XMLスキーマ・コンパイラ
– http://relaxer.jp

• SimpleModeling
– オブジェクト・モデリング手法
– http://simplemodeling.jp

• MindmapModeling
– マインドマップを用いたモデリング手法
– http://mindmapmodeling.jp

• 現在Relaxerの新版を開発中
– SimpleModelingベースのDSLを使用したモデル・コンパイラ

http://xmlsmartdoc.jp/
http://relaxer.jp/
http://simplemodeling.jp/
http://mindmapmodeling.jp/


内容内容

• Javaの13年、プログラマの13年

• これからの10年

• Javaの未来を考える



JavaJavaのの1313年、プログラマの年、プログラマの1313年年



JavaJavaの歴史の歴史・黎明期・黎明期
• 1994年 Netscape
• 1995年 Netscape 2.0, JavaScript
• 1995年 Windows 95
• 1995年 β版, HotJava
• 1996年1月 JDK1.0
• 1996年5月 JavaBeans, Java 3D
• 1996年8月 Servlet (Jeeves alpha 1.0)
• 1996年9月 Javaカンファレンス設立
• 1997年1月 UML1.0
• 1997年2月 JDK1.1
• 1997年5月 EJB, JFC, Personal Java, Embeded Java, SmartCard

Java
• 1998年1月 RMI-IIOP (OMG CORBA IIOP)
• 1998年1月 XML1.0
• 1998年3月 Jini
• 1998年5月 Javaコンソーシアム設立



JavaJavaの歴史・成長期の歴史・成長期
• 1998年12月 Java2 SDK 1.2, JCP
• 1999年2月 『The Unified Software Development Process』
• 1999年6月 J2SE, J2EE, J2ME
• 1999年10月 『Extreme Programming Explained: Embrace 

Change』
• 1999年11月 Tomcat (Apache Jakartaプロジェクト)
• 2000年3月 JAXP 1.0
• 2000年5月 J2SE 1.3
• 2000年6月 Javaカンファレンス日本インターネット協会(現財団法人イ

ンターネット協会)と合併
• 2000年7月 JavaコンソーシアムXML部会を母体の一つにしてXMLコン

ソーシアム設立
• 2000年9月 MIDP 1.0 (Mobile Information Device Profile)
• 2000年9月 UDDI



JavaJavaの歴史・成長期の歴史・成長期((続き続き))
• 2001年1月 iアプリ
• 2001年2月 JXTA
• 2001年3月 WSDL, MDA
• 2001年4月 W3C XML Schema
• 2001年5月 Javaコンソーシアム解散
• 2001年6月 Struts 1.0 (Apache Jakartaプロジェクト)
• 2001年9月 J2EE 1.3
• 2001年11月 AspectJ 1.0
• 2001年12月 OASIS RELAX NG 1.0
• 2001年12月 ECMA-334 C# Language Specification
• 2002年3月 J2SE 1.4
• 2002年8月 BPEL4WS
• 2002年9月 J2ME Personal Profile
• 2003年3月 JXTA 2.0
• 2003年3月 UML 2.0



JavaJavaの歴史・転換期の歴史・転換期
• 2003年6月 JBoss 4.0, Hibernate 2.0
• 2003年8月 WS-I Basic Profile 1.0
• 2003年11月 J2EE 1.4
• 2004年3月 Spring Framework 1.0, Seasar2
• 2004年6月 Eclipse 3.0
• 2004年9月 J2SE 5.0
• 2005年2月 Google Maps
• 2005年3月 JIUL(Java Internal Use License), JDL(Java Distribution License)
• 2005年3月 JIS X 3015 プログラミング言語C#
• 2005年12月 AspectJ 1.5.0 (eclipse.org)
• 2006年3月 NetBeans 5.0
• 2006年5月 JEE 5
• 2006年11月 JavaがGPLでオープンソース化
• 2006年12月 JSE 6
• 2007年4月日本Javaユーザグループ(JJUG)発足
• 2007年5月 JavaFX
• 2007年6月 Eclipse 3.3
• 2007年12月 NetBeans 6.0



JavaJavaによって得られたものによって得られたもの

• オブジェクト指向

• 業界標準プラットフォーム

• 業界標準API
• 新技術の市場

• コミュニティ



オブジェクト指向オブジェクト指向
• 正統派オブジェクト指向プログラミング言語

– 癖のない正統的な言語仕様
– 堅牢なシステム構築には静的型付け言語が向いている
– 実務向けのオブジェクト指向言語として最も広く普及している
– Ｃ＋＋の反省

• GCがない,言語仕様が複雑,共通ライブラリが貧弱,可搬性に問題

• オブジェクト指向技術への広がり
– UML
– オブジェクト指向分析/設計

• Unified Process
• ソフトウェア・パターン

– オブジェクト指向開発プロセス
• Unified Process
• アジャイルプロセス



業界標準プラットフォーム業界標準プラットフォーム

• プラットフォーム独立

– PC
– ビジネス・サーバ

– 携帯機器

– 電子デバイス

• 実行環境

– Java VM
– Java Platform SE/ME/EE



JavaJavaプラットフォームプラットフォーム
• Java Platform, Standard Edition (JSE)

– JSE 6 (2006年12月)
– JSE 7 (2008年予定)

• Java Platform, Enterprise Edition (JEE)
– JEE 5 (2006年5月)
– JEE 6 (2009年予定)

• Java Platform, Micro Edtion (JME)
– Mobile Service Architecture

• JSR248 : CLDC (Connected Limited Device Configuration)
• JSR249 : CDC (Connectied Device Configuration)

– OSGi
• JSR232 : Mobile Operational Management



業界標準業界標準APIAPI
• 各種技術分野の標準API

– JSRとして多くの技術分野で標準APIが定義され、実装が提供されて
いる

– JCPによるオープンな活動
– 単なる標準仕様だけでなく(フリーで利用できる)実装が提供されてい

ることが重要

• たとえば…
– JSR 1: Real-time Specification for Java

– JSR 94: Java Rule Engine API

– JSR 223: Scripting for the Java Platform
• JSE6に取り込み

– JSR 310: Date and Time API 
• JSE 7に取り込み?

– JSR 313: Java Platform, Enterprise Edition 6(Java EE 6) Specification
– JSR 901: Java Language Specification



新技術の市場新技術の市場
• Java VM
• javadoc
• Applet
• Servlet
• JITコンパイラ
• Tomcat
• XML
• Web Application Server (Java EE)
• iアプリ
• apache.org
• eclipse.org
• Ant
• Junit
• CruiseControl, Continuum, Hudson
• Maven
• Hibernate
• AspectJ (AOP)
• DIコンテナ (JBoss, Spring, Seasar)



コミュニティコミュニティ

• オープンソース・コミュニティ

• ビジネス・コミュニティ

• 勉強会コミュニティ

• 地域コミュニティ

• プログラマとビジネスをつなぐコミュニティ



これからのこれからの1010年年



視点視点

• クラウド・コンピューティング

– Web Oriented Architecture
– 仮想化

• 「販売代理店」から「購買代理店」へ

– 技術指向からソリューション指向へ

• 要素技術の方向性



クラウド・コンピューティングクラウド・コンピューティング

クラウドサーバ

デスクトップ アプライアンス

Web

HTTP

HTML
(REST)

SOAP
(Web Service)

仮想化
(???)



クラウド・コンピューティングクラウド・コンピューティング(2)(2)
クラウド企業システム

個人PC

工場
Web

HTTP

HTML
(REST)

SOAP
(Web Service)

仮想化
(???)

ロボット

事務所ビル

家

家電製品

自動車

ゲーム機

携帯電話



販売代理店から購買代理店へ販売代理店から購買代理店へ

販売代理店

購買代理店

顧客

顧客

製品開発企業

製品開発企業

部品開発企業

部品開発企業

消費者側 供給者側



要素技術の方向性要素技術の方向性

• Web 2.0
• 仮想化

• CBD (Component-Based Development)
• モデル駆動開発

• UI (User Interface)
• IDE
• プログラミング言語



Web 2.0Web 2.0
• 技術的には

– Webがプラットフォームになる
• HTTP、HTML(XML)のプロトコルスタックでサービス

を結びつける

• 企業システムとの本格的な連携

• 社会的には
– 新しいビジネス・プラットフォーム

• CGM
• その他もろもろ?

– 組織>個人 ⇒ 個人(の集まり)>組織



WebWebがプラットフォームになるがプラットフォームになる

OS

Java Java

Web
アプリケーション

アプリケーション

アプリケーション

OS OS



仮想化仮想化

• まだまだ揺籃期だが、クラウド・コンピューティ
ングの核となる技術になるはず

– VMWare
– OSGi (Open Service Gateway Initiative)
– Google Gears
– Amazon EC2 (Elastic Compute Cloud) 
– Apache Hadoop



CBD CBD 
(Component(Component--Based DevelopmentBased Development))

• オブジェクトは枯れた技術
– もちろん、常に普及の問題はある

• 技術の焦点はコンポーネントへ移行している
– という状況になってから8年ほど経つが、いずれ再注目されると考える
– 開発の単位、プロジェクト管理の単位、流通の単位

• コンポーネント技術から派生する技術
– JEE
– SOA(Service Oriented Architecture)
– SCA(Service Component Architecture)
– SaaS(Software as a Service)
– プロダクトライン

• ソフトウェア開発をCBD(Component-Based Development)の枠組
みで実行できるスキルがビジネス上のアドバンテージになる



モデル駆動開発モデル駆動開発

• Javaよりも上位の抽象度でプログラミングが行われ
る

– モデル作成がプログラミング

• モデルからプログラム(の一部)を自動生成

– Java言語はアセンブラ的な位置付け

– Javaプラットフォーム(Java VM, ソフトウェア資産)が重
要

• 今のところUMLが有力だが、技術革新があるかも

– DSL (Domain Specific Language)



UI (User Interface)UI (User Interface)

Fat

Thin

Poor Rich

クライアント・
サーバ

Web

メイン
フレーム

Ajax

Eclipse RCP

JavaDesktop



IDEIDE
• Eclipseの登場で新しいフェーズに入った

– 旧来のIDEは、テキストエディタ＋コマンド・シェルにUIを
つけたレベル

• これならEmacsの方が便利

– プラグインによる拡張
– プログラミング言語の構文木をメタ・レベルで取り扱う

• 入力補完、リファクタリング

– ソフトウェアライフサイクル
• 構成管理、配備

– IDEビジネスが変わった
• 本格的な普及が始まる

• NetBeansが追走、老舗のVisualStudioとも競合



プログラミング言語の分類プログラミング言語の分類

• スクリプト言語

– 自転車

• 動的型付け＋メタ・プログラミング

– オートバイ

• 静的型付け

– 乗用車

• DSL(Domain Specific Language)
– 産業用自動車(トラクター、トレーラー、消防車)



メタ・プログラミングメタ・プログラミング

• ここでいうメタ・プログラミングとは、メタ・モデルを操
作するプログラミング

– プログラミング言語をメタ言語として使用する

• メタ・プログラミングの目的は：

– モデルの再利用性の向上

– 最終的にはプログラム(断片)の自動生成

• メタ・プログラミングの技術と適材適所で使いこなせ
るスキルがビジネス上のアドバンテージになる
– マイDSL



振舞いの記述方式振舞いの記述方式
• Javaは振舞いを手続きで記述

– 13年前の現実解
– 安定性はあるが、問題が多い

• 振舞い記述の選択肢
– 手続き
– 関数
– ルール
– 状態機械

• オブジェクト指向言語上で関数やルールの振舞い
記述方式を実現するのが今後の方向性
– クロージャ論議はその走り



言語とプラットフォームの分離言語とプラットフォームの分離
• Java VM(Virtual Machine)

– OSやハードウェアを仮想化する実行環境

• クラスライブラリ
– 共通の実行基盤
– 業界標準API

• Java VM+クラス・ライブラリ上でJava以外の言語
が動作してもかまわない
– JRuby
– Groovy
– AspectJ
– Scala



JavaJavaの未来を考えるの未来を考える



JavaJavaはどのコースを選ぶのかはどのコースを選ぶのか

• FORTRUN
• COBOL
• Lisp
• PASCAL
• Smalltalk
• C
• C++



懸念事項懸念事項
• Java技術誌の休刊

– JAVA PRESS誌

– Java World誌

• JavaのCOBOL化
– Javaが次世代COBOLになることは決して悪いことでは

ないが、これだけになると技術の活力が失われる

– 案外使われているのにパブリックには注目されない状態
• 若手技術者、地方のIT業界、顧客企業、教育界への誤ったメッ

セージ

• 限定合理性による”合成の誤謬”
– 誤解に基づく悪循環



いかにもありそうなシナリオいかにもありそうなシナリオ

• 企業システム

– COBOLの後継、密室化

• 携帯機器

– 一部機器の主力言語(iアプリ、MIDLET)

• 組込みシステム

– C、C++を補完

• 教育

– Rubyに置き換え(Lisp, Pascalの後継として)



クラウド・コンピューティングクラウド・コンピューティング

クラウドサーバ

デスクトップ アプライアンス

Web

HTTP

HTML
(REST)

SOAP
(Web Service)

仮想化
(???)



クラウド・コンピューティングとクラウド・コンピューティングとJavaJava

クラウド

サーバ

デスクトップ アプライアンス

Web

HTTP

HTML
(REST)

SOAP
(Web Service)

仮想化
(???)

JEE
(Enterprise

Edition)

JSE
(Standard Edition)

JME
(Micro Edition)

TPモニタ
分散コンポーネント
SOA基盤
Webサーバ基盤
(仮想化)

基本機能
デスクトップ
(SOA基盤)
(仮想化)

実行基盤
SOA基盤

UI
デバイス制御

(仮想化)



モデル駆動開発とモデル駆動開発とJavaJava
• クラウド・コンピューティングの実行プラットフォーム

がJavaになるとすると…
– モデル駆動のターゲット・プラットフォームもJavaになる

• モデル駆動であっても、手組みのプログラミングは
残る
– つまり、モデル駆動開発でもJavaの知識(言語、実行環

境)が必要になってくる

• モデル駆動の処理系開発者もJavaをベースに考え
るのが得策



まとめ：まとめ：JavaJavaをホーム・グラウンドにしてみませんか？をホーム・グラウンドにしてみませんか？

• クラウド・コンピューティングの基盤言語・実行
環境はJavaになるはず

• モデル駆動開発の基盤言語・実行環境は
Javaになるはず

• 新しい技術をキャッチアップするならJavaが
最適
– 開発ツール、フレームワーク

– 新言語の実行環境
• Java VM&クラス・ライブラリ
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